





















and communication: Cognitive basis and its evolution ―顔とコミュニケーション：認知の基盤
とその進化を探る―」を開催しました。米国2AI Labs 共同代表の Mark Changizi 博士による「顔
と自己」をテーマとした基調講演が行われたほか，「顔の選好」や「利他行動」といった身近なテー
マについて，国内外の認知神経科学や比較行動学分野の研究者による講演が行われました。い
ずれのシンポジウムでも，多くの学外の方々に参加いただくことができ，本プロジェクトの研究
成果を社会に還元することができたと考えます。
前年度に引き続き，各センター員の研究成果は，国際的な欧文学術論文誌や国内の伝統ある査
読付き論文誌に採択されていることに加え，国内外の学会でも積極的に発表することで，本プロジェ
クトの成果の発信を続けています。来年度は最終年度となり，5年間の研究プロジェクトの集大成と
してのシンポジウムを開催するなど，研究成果のまとめを公表する予定です。
